
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
告

示

〇
県
税
等
の
収
納
事
務
の
委
託 

（
税　

務　

課
）　

　

一

〇
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
の
研
修
及
び
業
務
従
事
者
に
対
す
る
講
習
の
指
定 

（
食
と
暮
ら
し
の
安
全
推
進
室
）　

　

二

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定 

（
障
害
福
祉
課
）　

　

二

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
変
更
の
届
出

　

（
四
件
） 

（　
　

同　
　

）　

　

二

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
廃
止
の
届
出 

（　
　

同　
　

）　

　

三

〇
特
定
計
量
器
の
定
期
検
査
の
実
施 

（
産
業
立
地
推
進
課
）　

　

三

〇
認
証
食
品
の
認
証 

（
食
産
業
振
興
課
）　

　

四

〇
昭
和
四
十
六
年
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
一
号
（
農
業
振
興
地
域
の
指
定
）
の
一
部

　

改
正 

（
農
業
振
興
課
）　

　

四

〇
道
路
の
区
域
変
更 

（
道　

路　

課
）　

　

五

〇
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
縦
覧 

（
都
市
計
画
課
）　

　

五

〇
県
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
及
び
取
扱
事
務
の
範
囲
に
関
す
る
規
程
の
一
部

　

を
改
正
す
る
告
示 

（
会　

計　

課
）　

　

六

〇
土
地
改
良
区
役
員
の
就
任
及
び
退
任
の
届
出 

（
北
部
地
方
振
興
事
務
所
）　

　

六

〇
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可 

（　
　

同　
　

）　

　

七

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
一
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
税
等
の

収
納
事
務
を
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
五
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
し
た
税
目

　

１　

納
税
通
知
書
に
よ
り
賦
課
徴
収
す
る
次
の
税
目

　
　
　

個
人
の
事
業
税

　
　
　

不
動
産
取
得
税

　
　
　

自
動
車
税

　
　
　

鉱
区
税

２　

１
に
掲
げ
る
税
目
の
ほ
か
、
納
付
額
又
は
納
入
額
が
確
定
し
た
徴
収
金
を
、
納
付
書
、
督
促
状
、
催
告
書
及
び

減
額
通
知
書
に
よ
り
徴
収
す
る
次
の
税
目

　
　
　

法
人
の
県
民
税

　
　
　

県
民
税
の
利
子
割
、
配
当
割
及
び
株
式
等
譲
渡
所
得
割

　
　
　

法
人
の
事
業
税

　
　
　

県
た
ば
こ
税

　
　
　

ゴ
ル
フ
場
利
用
税

　
　
　

自
動
車
取
得
税

　
　
　

軽
油
引
取
税

　
　
　

特
別
地
方
消
費
税

　
　
　

料
理
飲
食
等
消
費
税

　
　
　

産
業
廃
棄
物
税

二　

委
託
の
相
手
方

　
　

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
南
九
条
西
五
丁
目
四
百
二
十
一
番
地　

株
式
会
社
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト

　
　

茨
城
県
土
浦
市
小
松
二
丁
目
十
三
番
一
号　

株
式
会
社
コ
コ
ス
ト
ア
イ
ー
ス
ト

　
　

群
馬
県
前
橋
市
亀
里
町
九
百
番
地　

株
式
会
社
セ
ー
ブ
オ
ン

　
　

東
京
都
千
代
田
区
岩
本
町
三
丁
目
十
番
一
号　

株
式
会
社
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ

　
　

東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
一
丁
目
一
番
地　

ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
株
式
会
社

　
　

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
八
番
地
八　

株
式
会
社
セ
ブ
ン－

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

　
　

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
一
丁
目
一
番
一
号　

国
分
グ
ロ
ー
サ
ー
ズ
チ
ェ
ー
ン
株
式
会
社

　
　

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
八
番
七
号　

株
式
会
社
エ
ー
エ
ム
・
ピ
ー
エ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン

　
　

東
京
都
品
川
区
大
崎
一
丁
目
十
一
番
二
号　

株
式
会
社
ロ
ー
ソ
ン

　
　

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
三
丁
目
一
番
一
号　

株
式
会
社
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
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神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
日
本
大
通
十
七
番
地　

株
式
会
社
ス
リ
ー
エ
フ

　
　

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
栄
一
丁
目
七
番
三
十
四
号　

株
式
会
社
コ
コ
ス
ト
ア

　
　

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
三
丁
目
二
十
三
番
二
十
号　

株
式
会
社
セ
デ
ィ
ナ

　
　

愛
知
県
稲
沢
市
天
池
五
反
田
町
一
番
地　

株
式
会
社
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス

　
　

広
島
県
広
島
市
安
佐
北
区
安
佐
町
大
字
久
地
六
百
六
十
五
番
地
の
一　

株
式
会
社
ポ
プ
ラ

三　

委
託
期
間

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

○
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
二
号

　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
七
号
）
第
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師

の
研
修
及
び
同
法
第
八
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
業
務
従
事
者
に
対
す
る
講
習
と
し
て
、
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

研
修
及
び
講
習
の
主
催
者
の
名
称
及
び
所
在
地

　
　

財
団
法
人
全
国
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

　
　

東
京
都
港
区
新
橋
六
丁
目
八
番
二
号

二　

研
修
及
び
講
習
の
開
催
年
月
日
及
び
会
場

三　

受
講
料

　

１　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
の
研
修　

五
千
円

　

２　

業
務
従
事
者
に
対
す
る
講
習　

四
千
五
百
円

○
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
三
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

○
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
四
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
、
次
の
と
お
り
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り

告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

○
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
五
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
、
次
の
と
お
り
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り

第2059号　平成21年５月22日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （2）

種
類

研
修

講
習

開

催

年

月

日

平
成
二
十
一
年
八
月
二
日

平
成
二
十
一
年
九
月
十
七
日

平
成
二
十
一
年
十
一
月
一
日

平
成
二
十
一
年
八
月
二
日

平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
六
日

平
成
二
十
一
年
九
月
三
十
日

平
成
二
十
一
年
十
一
月
一
日

会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

場

フ
ォ
レ
ス
ト
仙
台
ビ
ル
（
仙
台
市
青
葉
区
柏
木
一
丁
目
二
番
四
十
五

号
）

宮
城
県
多
賀
城
分
庁
舎
（
多
賀
城
市
鶴
ヶ
谷
一
丁
目
四
番
一
号
）

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
（
仙
台
市
青
葉
区
国
分
町
三
丁
目

三
番
七
号
）

フ
ォ
レ
ス
ト
仙
台
ビ
ル
（
仙
台
市
青
葉
区
柏
木
一
丁
目
二
番
四
十
五

号
）

宮
城
県
石
巻
合
同
庁
舎
（
石
巻
市
東
中
里
一
丁
目
四
番
三
十
二
号
）

宮
城
県
大
崎
合
同
庁
舎
（
大
崎
市
古
川
旭
四
丁
目
一
番
一
号
） 

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
（
仙
台
市
青
葉
区
国
分
町
三
丁
目

三
番
七
号
）

事

業

所

番

号

〇
四
一
五
二
〇
〇
六
五
八

〇
四
一
五
二
〇
〇
六
六
六

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー　

ウ
イ
ン
グ
ル
・
ヒ
ュ
ー

マ
ン
サ
ポ
ー
ト
宮
城
野

仙
台
市
宮
城
野
区
榴
岡

五
丁
目
一
番
二
十
三
号

仙
台
Ｋ
ビ
ル
一
階

ア
ー
ネ
ス
ト
ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
仙
台
市
宮
城
野
区
鶴
ヶ

谷
東
二
丁
目
十
七
番
一

号　

ウ
ッ
デ
ィ
ー
ハ
ウ

ス
一
〇
一
号

指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

就
労
移
行
支
援

居
宅
介
護

重
度
訪
問
介
護

設
置
者
名

株
式
会
社
ウ
イ

ン
グ
ル
・
ヒ
ュ

ー
マ
ン
サ
ポ
ー

ト株
式
会
社
ア
ー

ネ
ス
ト
ケ
ア
サ

ー
ビ
ス

指
定
年
月
日

平
成
二
十
一
年

五
月
一
日

平
成
二
十
一
年

五
月
十
五
日

事　
業　
所　
番　
号

〇
四
一
一
三
〇
〇
二
四
七

設　
置　
者　
名

特
定
非
営
利
活
動
法

人
栗
原
市
障
害
者
就

労
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

変
更
前

変
更
後

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

栗
原
市
志
波
姫
沼
崎
堰
畑
百

四
十
三

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

栗
原
市
築
館
字
上
高
森
四
十

九
番
四
号

変
更
年
月
日

平
成
二
十
一
年

四
月
一
日



告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

○
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
六
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
、
次
の
と
お
り
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り

告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

○
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
七
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
、
次
の
と
お
り
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り

告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

 

○
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
八
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り

告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

○
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
九
号

　

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
計
量
器
の
定
期
検
査
を
次
の
と
お
り

実
施
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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事　
業　
所　
番　
号

〇
四
一
二
二
〇
〇
〇
五
七 

設　
置　
者　
名

柴
田
町

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

変
更
前

変
更
後

柴
田
町
心
身
障
害
児
通
園
施

設
む
つ
み
学
園

柴
田
郡
柴
田
町
船
岡
南
一
丁

目
十－

三
十
五

柴
田
町
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

施
設
む
つ
み
学
園

柴
田
郡
柴
田
町
船
岡
南
一
丁

目
十－

三
十
五

変
更
年
月
日

平
成
二
十
一
年

四
月
一
日

事　
業　
所　
番　
号

〇
四
一
五
一
〇
〇
六
二
七

設　
置　
者　
名

社
会
福
祉
法
人
東
北

福
祉
会

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

変
更
前

変
更
後

せ
ん
だ
ん
の
杜
中
山
２
丁
目

の
家
仙
台
市
青
葉
区
国
見
ヶ
丘
七

丁
目
一
四
一
番
地
九
号

せ
ん
だ
ん
の
杜
杜
の
子
ハ
ウ

ス仙
台
市
青
葉
区
国
見
ヶ
丘
七

丁
目
一
四
一
番
地
九
号

変
更
年
月
日

平
成
二
十
一
年

四
月
一
日

変
更
前

変
更
後

事　
業　
所　
番　
号

〇
四
一
五
二
〇
〇
四
八
四

〇
四
一
五
三
〇
〇
四
二
五

設　
置　
者　
名

特
定
非
営
利

活
動
法
人

シ
ャ
ロ
ー
ム

の
会

指
定
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス

の
種
類

就
労
移
行
支

援

事
業
所
の
名
称

及
び
所
在
地　

特
定
非
営
利
活
動
法

人
シ
ャ
ロ
ー
ム
の
会

ア
ト
リ
エ
ぶ
ど
う
の

木仙
台
市
若
林
区
新
寺

二
丁
目
三－

一　

長

屋
ビ
ル
四
〇
二

特
定
非
営
利
活
動
法

人
シ
ャ
ロ
ー
ム
の
会

ア
ト
リ
エ
ぶ
ど
う
の

木仙
台
市
若
林
区
新
寺

二
丁
目
二－

三
十
四

－

一
〇
二

変
更
年
月
日

平
成
二
十
一
年

四
月
一
日

事

業

所

番

号

〇
四
一
五
二
〇
〇
六
〇
九

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

ア
ル
ダ
ン
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

仙
台
市
宮
城
野
区
平
成
二
丁
目

七
番
三
十
八
号

設　

置

者

名

株
式
会
社
ア
ル
ダ
ン

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
一
年

四
月
三
十
日

実
施
年
月
日

平
成
二
十
一
年

七
月
二
日

実　

施　

区　

域

登　

米　

市

豊

里

検
査
受
付
時
間

午
後
一
時
か
ら

午
後
四
時
三
十
分
ま
で

実

施

の

場

所

登
米
市
豊
里
公
民
館
入
口



○
宮
城
県
告
示
第
四
百
九
十
号

　

宮
城
県
認
証
食
品
認
証
要
綱
（
平
成
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
認
証
食
品

を
次
の
と
お
り
認
証
し
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

認
証
食
品

二　

認
証
年
月
日

　
　

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
日

○
宮
城
県
告
示
第
四
百
九
十
一
号

　

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭

和
四
十
六
年
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
一
号
（
農
業
振
興
地
域
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十

一
年
五
月
二
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
農
業
振
興
課
）
及
び
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
に
備
え
置
い
て
、
縦
覧

に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

仙
台
市
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
地
域
第
十
号
中
「
上
目
南
（
二
番
か
ら
六
番
ま
で
、
七
番
の
一
部
、
八
番
、
九
番
一
、

九
番
二
の
一
部
、
一
一
番
一
か
ら
一
三
番
ま
で
、
一
四
番
の
一
部
、
一
五
番
か
ら
七
五
番
二
ま
で
）」
を
「
上
目
南
（
二

番
か
ら
九
番
二
、
一
一
番
一
か
ら
二
一
番
二
ま
で
、
二
二
番
一
、
二
三
番
一
、
二
四
番
一
、
二
五
番
一
、
二
六
番
一
、

二
七
番
一
、
二
七
番
二
、
二
八
番
一
か
ら
三
三
番
、
三
五
番
か
ら
七
五
番
二
ま
で
、
八
〇
番
か
ら
八
三
番
ま
で
、
八
七

番
か
ら
九
五
番
ま
で
、
九
七
番
の
一
部
、
九
八
番
の
一
部
、
九
九
番
か
ら
一
〇
三
番
ま
で
）」
に
改
め
、「
遠
藤
（
九
二

番
二
、
九
三
番
、
一
二
一
番
一
か
ら
一
二
四
番
ま
で
）」
及
び
「
御
散
田
（
一
番
か
ら
一
七
番
四
ま
で
、
一
九
番
か
ら

二
六
番
ま
で
、
二
七
番
か
ら
三
七
番
ま
で
、
三
九
番
一
）」
を
削
り
、「
沓
形
」
の
下
に
「（
一
〇
番
の
一
部
、
一
二
番

か
ら
一
四
番
ま
で
、
一
六
番
、
六
二
番
二
か
ら
七
〇
番
ま
で
、
七
一
番
か
ら
七
三
番
ま
で
の
一
部
、
七
五
番
一
の
一
部
、

七
五
番
二
の
一
部
、
七
八
番
二
の
一
部
、
八
〇
番
か
ら
八
一
番
三
ま
で
、
八
二
番
一
か
ら
八
二
番
四
ま
で
の
一
部
、
八

二
番
五
、
八
二
番
六
、
八
二
番
七
の
一
部
、
八
五
番
一
の
一
部
、
八
五
番
二
）」
を
加
え
、「
小
荒
井
東
（
二
番
一
の
一

部
、
九
番
二
）」
を
削
り
、「
浜
田
西
」
の
下
に
「（
一
番
、
四
番
一
か
ら
二
三
番
ま
で
、
二
四
番
の
一
部
、
二
五
番
か

ら
二
九
番
ま
で
、
三
五
番
一
か
ら
三
五
番
三
ま
で
、
五
一
番
一
か
ら
六
四
番
三
ま
で
、
六
六
番
か
ら
六
八
番
ま
で
）」

を
加
え
、「
東
（
一
番
か
ら
一
九
番
二
ま
で
、
二
〇
番
一
の
一
部
、
二
〇
番
二
の
一
部
、
二
一
番
二
の
一
部
、
二
二
番

一
か
ら
七
三
番
ま
で
、
一
二
一
番
か
ら
一
三
二
番
ま
で
、
一
三
三
番
か
ら
一
三
六
番
ま
で
）」
を
「
東
（
一
番
か
ら
一

四
番
二
ま
で
、
一
五
番
の
一
部
、
一
六
番
の
一
部
、
一
七
番
一
か
ら
二
〇
番
二
ま
で
、
二
一
番
二
か
ら
二
四
番
ま
で
の

一
部
、
二
五
番
か
ら
七
三
番
ま
で
、
九
六
番
一
、
九
六
番
三
、
一
二
一
番
か
ら
一
三
六
番
九
ま
で
）」
に
、「
平
堀
（
一

番
か
ら
四
三
番
二
ま
で
）」
を
「
平
堀
（
一
番
か
ら
二
一
番
七
ま
で
、
二
二
番
二
、
二
三
番
一
、
二
四
番
一
か
ら
二
四

番
五
ま
で
、
二
四
番
七
か
ら
三
八
番
六
ま
で
、
三
八
番
一
三
か
ら
三
九
番
一
ま
で
、
三
九
番
三
、
三
九
番
一
〇
、
三
九

番
一
一
、
三
九
番
一
八
、
三
九
番
一
九
、
四
〇
番
三
、
四
〇
番
四
、
四
一
番
二
、
四
四
番
か
ら
四
八
番
、
四
九
番
か
ら

五
一
番
の
一
部
、
五
二
番
か
ら
五
六
番
）」
に
改
め
、「
平
堀
東
」
の
下
に
「（
六
四
番
二
の
一
部
、
六
五
番
二
、
六
五

番
三
、
八
三
番
二
か
ら
八
四
番
三
ま
で
、
八
六
番
二
、
一
〇
一
番
二
か
ら
一
〇
四
番
三
ま
で
）」
を
加
え
、「
広
瀬
（
一

九
番
一
か
ら
二
四
番
ま
で
、
四
〇
番
、
一
一
四
番
か
ら
一
一
八
番
ま
で
、
一
二
〇
番
か
ら
一
二
一
番
三
ま
で
、
一
二
二

番
の
一
部
、
一
二
三
番
一
の
一
部
、
一
二
三
番
二
か
ら
一
二
七
番
ま
で
）」
を
削
り
、「
広
瀬
東
（
一
番
か
ら
六
一
番
二
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同
七
月
三
日

　

同
七
月
三
日

　

同
七
月
六
日

　

同
七
月
七
日

　

同
七
月
八
日

　

同
七
月
十
三
日

　

同
七
月
十
四
日

　

同
七
月
十
五
日

登　

米　

市

登　

米　

市

登　

米　

市

登　

米　

市

登　

米　

市

登　

米　

市

登　

米　

市

登　

米　

市

登

米

津

山

中

田

東

和

石

越

米

山

迫

南

方

午
前
九
時
か
ら

午
前
十
一
時
三
十
分
ま
で

午
後
一
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
四
時
三
十
分
ま
で

午
前
九
時
か
ら

午
後
四
時
三
十
分
ま
で

午
前
九
時
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

午
後
一
時
か
ら

午
後
四
時
三
十
分
ま
で

午
前
九
時
か
ら

午
後
四
時
三
十
分
ま
で

午
前
九
時
か
ら

正
午
ま
で

登
米
市
登
米
総
合
支
所
内
車
庫

登
米
市
津
山
総
合
支
所
正
面
入

口登
米
市
中
田
総
合
支
所
内
車
庫

登
米
市
東
和
総
合
支
所
正
面
入

口登
米
市
石
越
総
合
支
所
内
車
庫

登
米
市
米
山
体
育
セ
ン
タ
ー

登
米
市
迫
公
民
館

登
米
市
南
方
公
民
館
駐
車
場

認
証
番
号

百
二
十

六四
十
五

百
四
十

六

品　

目

ず
ん
だ
餅

仙
台
牛

宮
城
県
産

仙
台
味
噌

申
請
者
の
氏
名

又

は

名

称

有
限
会
社
田
尻
も
ち
工

房
ふ
っ
く
ら

代
表
取
締
役　

西
大
條

利
津
夫

株
式
会
社
大
崎
フ
ァ
ー

ム代
表
取
締
役　

大
内
敏

雄株
式
会
社
佐
々
重

代
表
取
締
役　

佐
々
木

淳
一
郎

製
造
業
者
の
名
称

又

は

屋

号

有
限
会
社
田
尻
も
ち
工

房
ふ
っ
く
ら

株
式
会
社
大
崎
フ
ァ
ー

ム仙
台
味
噌
醤
油
株
式
会

社
わ
さ
び
沢
工
場

製
造
所
等
の
所
在
地

大
崎
市
田
尻
通
木
字
中
崎
二
十
五

－

五
大
崎
市
古
川
清
水
字
新
田
六
十－

一大
崎
市
松
山
金
谷
字
山
葵
沢
東
六

－

一



ま
で
）」
を
「
広
瀬
東
（
三
番
二
、
四
番
二
、
五
番
三
、
五
番
四
、
五
番
一
一
、
六
番
二
、
六
番
三
、
六
番
六
、
六
番

七
、
六
番
九
か
ら
七
番
八
ま
で
、
七
番
一
〇
か
ら
七
番
一
二
ま
で
、
七
番
一
四
か
ら
一
七
番
七
ま
で
、
一
七
番
一
〇
か

ら
一
七
番
一
七
ま
で
、
一
七
番
二
〇
か
ら
一
八
番
二
ま
で
、
一
八
番
八
か
ら
一
八
番
一
〇
ま
で
、
一
九
番
二
か
ら
一
九

番
六
ま
で
、
二
〇
番
三
か
ら
二
〇
番
七
ま
で
、
二
〇
番
九
、
二
〇
番
一
一
、
二
〇
番
一
三
、
二
〇
番
一
七
か
ら
二
一
番

二
ま
で
、
二
二
番
二
、
二
四
番
三
、
二
四
番
四
、
二
五
番
二
、
四
五
番
二
、
四
六
番
二
、
六
二
番
か
ら
六
八
番
の
一
部
、

七
一
番
の
一
部
）」
に
改
め
、「
福
在
家
（
一
番
、
二
番
一
、
二
番
二
、
二
番
四
、
三
番
か
ら
一
三
番
四
ま
で
、
一
四
番

二
か
ら
一
七
番
九
ま
で
、
二
八
番
、
二
九
番
一
、
二
九
番
二
、
三
〇
番
、
三
一
番
、
三
二
番
、
九
一
番
）」
及
び
「
舞

台
（
一
七
番
一
か
ら
一
七
番
三
ま
で
、
一
七
番
六
、
二
一
番
か
ら
三
四
番
ま
で
）」
を
削
り
、「
南
原
田
（
一
五
番
三
、

一
六
番
、
一
八
番
一
、
一
八
番
二
、
一
八
番
四
、
一
九
番
二
、
二
〇
番
一
か
ら
二
四
番
四
ま
で
、
三
〇
番
か
ら
五
六
番

ま
で
、
七
〇
番
か
ら
七
七
番
ま
で
）」
を
「
南
原
田
（
一
五
番
三
、
一
六
番
、
一
八
番
一
か
ら
二
四
番
四
ま
で
、
三
二

番
一
か
ら
三
三
番
一
ま
で
の
一
部
、
三
三
番
二
か
ら
五
〇
番
二
ま
で
、
五
〇
番
五
か
ら
五
〇
番
七
ま
で
、
五
一
番
一
の

一
部
、
五
一
番
二
、
五
一
番
三
の
一
部
、
五
一
番
四
、
五
一
番
五
の
一
部
、
五
二
番
一
の
一
部
、
五
二
番
二
か
ら
五
二

番
四
ま
で
、
五
三
番
一
の
一
部
、
五
三
番
二
の
一
部
、
七
〇
番
か
ら
七
七
番
ま
で
）」
に
改
め
、「
矢
取
東
」
の
下
に

「（
五
番
か
ら
八
番
一
ま
で
の
一
部
、
八
番
二
か
ら
四
五
番
五
ま
で
、
四
六
番
一
の
一
部
、
四
六
番
二
か
ら
四
六
番
四

ま
で
、
四
七
番
か
ら
四
九
番
二
ま
で
の
一
部
、
五
九
番
の
一
部
、
六
七
番
一
の
一
部
、
六
七
番
二
か
ら
七
九
番
ま
で
、

八
四
番
か
ら
八
七
番
ま
で
の
一
部
、
八
九
番
か
ら
九
一
番
ま
で
の
一
部
、
九
七
番
の
一
部
、
九
八
番
の
一
部
、
九
九
番

か
ら
一
〇
四
番
ま
で
、
一
〇
五
番
の
一
部
、
一
〇
六
番
の
一
部
、
一
〇
八
番
の
一
部
、
一
〇
九
番
か
ら
一
二
三
番
ま
で
、

一
二
六
番
一
か
ら
一
三
一
番
ま
で
、
一
三
三
番
の
一
部
）」
を
加
え
る
。

　

仙
台
市
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
地
域
第
四
十
号
中
「
宇
塚
（
三
番
）」
を
「
宇
塚
（
一
〇
七
番
二
、
一
〇
八
番
二
、
一

二
〇
番
二
）」
に
、「
新
熊
野
（
一
番
か
ら
一
〇
〇
番
ま
で
）」
を
「
新
熊
野
（
一
番
か
ら
四
六
番
二
ま
で
、
七
六
番
一

か
ら
一
〇
四
番
ま
で
、
一
〇
九
番
か
ら
一
二
八
番
ま
で
、
一
三
八
番
か
ら
一
四
六
番
ま
で
）」
に
、「
新
御
所
川
（
一
番

か
ら
一
七
九
番
ま
で
）」
を
「
新
御
所
川
（
一
番
か
ら
二
六
番
ま
で
、
六
九
番
か
ら
一
一
七
番
ま
で
、
一
六
二
番
か
ら

一
六
八
番
ま
で
、
一
八
〇
番
、
一
八
一
番
、
一
八
九
番
か
ら
一
九
四
番
ま
で
、
一
九
五
番
の
一
部
、
一
九
六
番
か
ら
二

〇
一
番
ま
で
）」
に
、「
熊
野
（
二
一
番
か
ら
二
八
番
ま
で
、
六
四
番
一
、
一
三
五
番
二
）」
を
「
熊
野
（
六
四
番
一
、

六
四
番
四
、
七
五
番
二
か
ら
七
七
番
二
ま
で
、
八
八
番
二
か
ら
九
〇
番
二
ま
で
、
九
七
番
二
か
ら
一
二
一
番
二
ま
で
、

一
三
三
番
二
、
一
三
五
番
二
、
一
三
六
番
二
、
一
五
二
番
二
か
ら
一
五
五
番
二
ま
で
、
一
五
九
番
二
、
一
六
〇
番
二
）」

に
、「
御
所
川
（
四
番
一
、
四
番
二
、
五
番
一
、
五
番
四
）」
を
「
御
所
川
（
一
〇
五
番
二
か
ら
一
〇
八
番
二
ま
で
）」

に
、「
西
（
八
番
一
、
八
番
二
、
三
〇
番
、
五
五
番
一
、
五
七
番
一
か
ら
五
七
番
三
ま
で
、
五
八
番
、
五
九
番
、
六
〇

番
一
か
ら
六
〇
番
三
ま
で
、
六
七
番
、
七
八
番
）」
を
「
西
（
八
番
一
か
ら
八
番
三
ま
で
、
二
一
番
二
か
ら
二
六
番
二

ま
で
、
三
〇
番
）」
に
、「
東
（
二
一
四
番
、
二
四
五
番
一
、
二
四
五
番
二
）」
を
「
東
（
一
一
〇
番
二
、
一
一
一
番
二
、

一
一
六
番
二
、
一
一
八
番
二
か
ら
一
二
一
番
二
、
二
四
六
番
二
）」
に
、「
本
郷
（
一
番
か
ら
八
四
番
ま
で
）」
を
「
本

郷
（
一
番
か
ら
三
五
番
二
ま
で
、
四
九
番
か
ら
九
一
番
ま
で
、
九
二
番
の
一
部
、
九
四
番
か
ら
一
〇
〇
番
ま
で
、
一
〇

一
番
の
一
部
、
一
〇
二
番
か
ら
一
〇
五
番
ま
で
、
一
一
〇
番
か
ら
一
一
八
番
ま
で
）」
に
改
め
る
。

○
宮
城
県
告
示
第
四
百
九
十
二
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北

部
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

涌
谷
三
本
木
線

三　

道
路
の
区
域

○
宮
城
県
告
示
第
四
百
九
十
三
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
仙
塩
広
域
都
市
計
画
を
次
の
と
お
り
変
更
し
た
。

　

な
お
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
都
市
計
画
に

つ
い
て
関
係
図
書
を
宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）
に
お
い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類

　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
区
域
区
分

二　

都
市
計
画
の
変
更
に
係
る
土
地
の
区
域

　

１　

市
街
化
調
整
区
域
か
ら
市
街
化
区
域
に
変
更
す
る
土
地
の
区
域

　
　
　

仙
台
市
若
林
区　

荒
井
字
小
荒
井
東
、
同
字
東
、
同
字
沓
形
、
同
字
矢
取
東
、
同
字
福
在
家
、
同
字
御
散
田
、

同
字
舞
台
、
同
字
南
原
田
、
同
字
広
瀬
、
同
字
浜
田
西
、
同
字
遠
藤
、
同
字
広
瀬
東
、
同
字

広
瀬
前
、
同
字
平
堀
、
同
字
平
堀
東
、
同
字
上
目
南
及
び
同
字
鎌
沼
下
の
各
一
部

　
　
　

仙
台
市
太
白
区　

茂
庭
字
新
熊
野
、
同
字
新
御
所
川
、
同
字
西
、
同
字
本
郷
、
同
字
曾
根
、
同
字
宇
塚
、
同
字

御
所
川
、
同
字
東
、
同
字
熊
野
、
同
字
坂
ノ
下
、
同
字
中
ノ
瀬
東
及
び
同
字
中
ノ
瀬
中
の
各
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変　

更　

の　

区　

間

遠
田
郡
美
里
町
字
新
妻
の
神
一
二
五
番
一
地
先
か

ら同
郡
同
町
字
志
賀
町
一
丁
目
一
五
番
一
地
先
ま
で

変
更
の

前　

後
前後

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

　

七
・
〇
〜
九
・
八

一
〇
・
二
〜一
六
・
八

敷

地

の

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

四
一
五
・
〇

四
一
五
・
〇



一
部

　

２　

市
街
化
区
域
か
ら
市
街
化
調
整
区
域
に
変
更
す
る
土
地
の
区
域

　
　
　

な
し

○
宮
城
県
告
示
第
四
百
九
十
四
号

　

県
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
及
び
取
扱
事
務
の
範
囲
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

県
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
及
び
取
扱
事
務
の
範
囲
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

県
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
及
び
取
扱
事
務
の
範
囲
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
告
示
第
百
九

十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
一
年
六
月
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

○
宮
城
県
告
示
第
四
百
九
十
五
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
小
山
田
川
沿
岸
土
地

改
良
区
役
員
の
就
任
及
び
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

高　
　

橋　
　

幸　
　

夫　
　
　

一　

就
任
し
た
者

 

二　

退
任
し
た
者

 

第2059号　平成21年５月22日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （6）
　

別
表
第
二
中
「

名
取
が
丘
支

店名
取
支
店

名
取
市
名
取
が
丘
三
丁
目
五
番
十
七
号

名
取
市
増
田
三
丁
目
三
番
六
号

増
田
支
店

増
田
支
店

」
を

「

名
取
支
店

名
取
支
店
名

取
が
丘
出
張

所

名
取
市
増
田
三
丁
目
三
番
六
号

名
取
市
名
取
が
丘
三
丁
目
五
番
十
七
号

増
田
支
店

増
田
支
店

」
に
改
め
る
。

就

任

年

月

日

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
九
日

氏　
　
　

名

宮　

内　

光　

明

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

栗
原
市
瀬
峰
長
根
七
十
三
番
地

役
職
名

理　

事

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
九
日

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
九
日

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
九
日

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
九
日

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
九
日

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
九
日

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
九
日

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
九
日

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
九
日

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
九
日

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
九
日

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
九
日

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
九
日

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
九
日

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
九
日

長　

浦　
　
　

信

�
　

橋　
�
　

夫

高　

橋　

利　

見

�
　

橋　

幸　

輝

佐
々
木　

典　

明

木　

村　

正　

文

�
　

橋　
　
　

元

田　

崎　

敏　

雄

白　

鳥　

誠　

幸

�
　

橋　

忠　

義

伊　

藤　
　
　

薫

二　

上　
　
　

勝

�
　

橋　

一　

郎

大　

場　

次　

郎

千　

葉　

幸　

雄

栗
原
市
高
清
水
日
向
二
十
二
番
地

栗
原
市
瀬
峰
宮
田
九
十
八
番
地

大
崎
市
岩
出
山
字
葛
岡
大
沢
田
二
十
八
番

地
二

栗
原
市
高
清
水
浅
野
十
六
番
地
一

栗
原
市
瀬
峰
野
沢
五
十
番
地
一

栗
原
市
高
清
水
東
館
六
番
地

栗
原
市
高
清
水
台
町
四
十
五
番
地

登
米
市
迫
町
新
田
駒
林
下
六
十
五
番
地
一

栗
原
市
瀬
峰
下
谷
地
二
番
地
九

栗
原
市
瀬
峰
大
鏡
山
五
番
地

栗
原
市
瀬
峰
泉
谷
五
十
二
番
地

栗
原
市
瀬
峰
大
鰐
谷
二
百
九
十
七
番
地

栗
原
市
瀬
峰
天
神
下
五
番
地

栗
原
市
瀬
峰
根
岸
二
十
一
番
地

栗
原
市
高
清
水
小
山
田
七
番
地
一

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

監　

事

監　

事

監　

事

退

任

年

月

日

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
八
日

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
八
日

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
八
日

氏　
　
　

名

宮　

内　

光　

明

長　

浦　
　
　

信

�
　

橋　
�
　

夫

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

栗
原
市
瀬
峰
長
根
七
十
三
番
地

栗
原
市
高
清
水
日
向
二
十
二
番
地

栗
原
市
瀬
峰
宮
田
九
十
八
番
地

役
職
名

理　

事

理　

事

理　

事



○
宮
城
県
告
示
第
四
百
九
十
六
号

　

鳴
瀬
川
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
一
年
五
月
十
五
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

高　
　

橋　
　

幸　
　

夫　
　
　

（7）　 平成21年５月22日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2059号　　 

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
八
日

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
八
日

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
八
日

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
八
日

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
八
日

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
八
日

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
八
日

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
八
日

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
八
日

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
八
日

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
八
日

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
八
日

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
八
日

高　

橋　

利　

見
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